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1.諸言 

環境によって人の行動は変化し、健康や Well-being に

様々な影響を与える。千葉大学では 2018 年から JST 産学

競争プラットフォーム共同研究推進プログラムにより

「ゼロ次予防戦略による Well Active Community（WACo）

のデザイン・評価技術の創出と社会実装」の取り組みを

開始した 1。個人の意志だけではなく、個人が属する環境

面から調節・整備をすることで、個人が意識をしなくて

も自然と健康になれる「ゼロ次予防」の仕組みに基づい

て、領域横断的な観点から、環境要因からの健康リスク

を低減させる住まいや近隣・まちのあり方とその影響や

効果などに関する調査を実施している。 

 

2.目的 

2023 年 1 月より「健康と住まいの環境に関する全国調

査: Japan housing and Health cohort study (J-hohec)」

が開始された。2024 年 3 月時点で約 13,000 人が参加して

おり 2026 年までの約 4 年間で冬期・夏期延べ 8 回の追跡

調査を予定している（表 1）。Wave１では 5,460 人が参加

し、Wave2では Wave１から継続して参加したのが 2,328人、

新たに参加したのが 4,250 人で、計 9,710 人の対象者の

データが得られている。 

本報告は、疫学調査のプロファイルを示すことを目的

とする。国際的にバリテーションのとれた指標に基づい

た評価指標を用いて、住まいや近隣・まちの環境と健

康・Well-being に関するデータを幅広く調査する。また、

建設時の図面・仕様情報などによる正確な建物情報と併

せて未だ明らかにされていない健康と住まいの影響の探

索やメカニズムの解明に活用するデータベースを得る。 

表 1 調査実施状況と計画 

  Wave1 Wave2 Wave3 Wave4 Wave8 

2023.01 5460 2328     

2023.07 - 4250     

2024.01 - -     

2024.07 - - -    

2025.01 - - - -  

2026.07 - - - - - 

Wave total 5460 6578 0 0 0 

Total 5460 9710       

3.結果 

3.1 質問紙調査 

本調査によって得られる個人要因、社会要因、住ま

い・近隣要因、健康関連指標について表２に示し、健康

関連指標に関する詳細について下記に述べる。 

特定の建物に入ると症状が発生するシックハウス（建

物関連症状：Building-Related Symptoms、以下 BRS と略） 

に関する指標は、MM040（12 項目３尺度）とした。 

住まいで頭痛や吐き気、めまい、目・喉・鼻・皮膚の

異常などの有無と、その症状と住まい環境の関係につい

て評価した。鼻炎に関する指標は、アレルギー性鼻炎重

症度「鼻アレルギー診療ガイドライン」（３項目）とした。

住まいで最も症状が酷くでた 1 日のくしゃみ回数、鼻を

かむ回数、鼻づまりの程度について評価した。 

精神的健康状態（Well-being）に関する指標は、WHO5

（5 項目 6 尺度）とした。最近の 2 週間で楽しい気分やリ

ラックス、活動意欲、良い睡眠や目覚め、日常生活にお

ける興味の有無について、どの程度の頻度であったかを

評価した。うつに関する指標は、うつ病や不安障害など

の精神疾患をスクリーニングする K6（6 項目 4 尺度）と

した。最近 1 週間の心身状態に関する評価で、神経過敏

に感じたか、絶望的だと感じたか、そわそわ落ち着かな

く感じたか、気分が沈み込んで何が起こっても気が晴れ

ないように感じたか、何をするのも骨折りだと感じたか、

自分は価値のない人間だと感じたかを評価した。睡眠に

関する指標は、アテネ不眠尺度（８項目 4 尺度）とした。

寝床についてから寝るまでの時間、睡眠中に目が覚めた

か、目覚めが早く以降寝られないことがあるか、昼夜の

睡眠時間が足りているか、睡眠の質、日中の気分、日中

の心身の活動状態、日中の眠気を評価した。そのほか、

生活全般満足度、身体的健康、精神的健康、人間関係へ

の満足、望ましい人間関係の構築に関しては、直接的な

質問とした。 

 

 

 

 



 

*千葉大学 予防医学センター 

**千葉大学大学院 医学薬学府 

***積水ハウス（株） 総合住宅研究所 

* Center for Preventive Medical Sciences, Chiba University  

** Graduate School of Medical and Pharmaceutical Sciences, Chiba University  

*** Comprehensive Housing R&D Institute, Sekisui house, Ltd. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 記述統計 

2023年 7月までの調査（Wave2）に参加された対象者情

報のうち、個人要因と社会要因の性別、年齢、BMI、喫煙

頻度、教育歴、世帯人数、年間世帯所得に関する記述統

計の結果を表３に示し、特徴を以下に述べる。回答者の

性別は女性 2,919 人、男性 6,628 人で男性の割合が女性

の 2 倍以上であった。年齢は 30 代から 60 代で概ね 20%前

後で分散された。BMIは回答を得られた体重と身長から算

出（体重（kg）÷身長（m）の 2 乗）し、普通体型の指標

となる 18-25の該当者が 70.4%であった。喫煙頻度は全く

吸ったことがないが 59%で最も多く、調査時点での非喫煙

者は 88.8%、喫煙者は 11.2%であった。世帯人数は４人が

41.1%で、年間世帯所得は 400〜799万円が 30.8%であった。 

 

5. 結語 

4年間に渡って継続する住まいの環境と健康に関する疫

学調査を立ち上げ、調査概要と Wave2 調査までの記述統

計の一端を示した。本報告データは、今後の様々なヘル

スアウトカムの分析に活用される予定である。 

本研究は千葉大学大学院医学研究院倫理審査委員会の

承認（M10381）を得て実施している。 

 

引用 

1. 産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム

（OPERA）https://opera.cpms.chiba-u.jp/ 

要因 分類 質問項目

個人要因 個人属性 性別/年齢/身長/体重/飲酒頻度/喫煙頻度/運動頻度/性格特性（自己評価：big5）外

向的、他人に不満、しっかり、心配性、新しいことが好き、ひかえめ、やさしい、だ

らしない、冷静、平凡

社会要因 社会経済的 年間世帯所得/世帯人数/教育歴/就業状態/交流頻度

社会関係 活動頻度_外出頻度/地域信頼/交流頻度/交流人数/愚痴を言える人/愚痴を聞く人/看

病してくれる人/看病する人/人付き合い

住まい・近隣要因 近隣環境 地域の施設の利用しやすさ/地域_屋外環境（騒音、空気質等）の悩み/地域_自然環境

を感じること/地域_治安等への不安/愛着_地域・まち/近隣環境の満足度

建物情報(自己申告) 構造/築年数/延床面積/リビングの広さ/部屋数/窓サッシ（窓枠）の素材/窓ガラスの

枚数/24時間換気システム/24時間換気システム使用状況/居住年数

建物情報(仕様情報) 竣工年月日/引渡年月日/敷地面積/建築面積/延床面積/郵便番号/Ua値/断熱等級/建

物価格/構造/階数/用途/LDK面積/天井高/吹抜け/勾配天井/LDK床材/寝室面積/居

室数/換気種別/換気量/窓シャッター/LDK埋込空清/浴室窓

シックハウス/鼻炎スコア/精神的健康状態（Well-being）/うつ/睡眠の質/生活全般

満足度/身体的健康/人間関係への満足/望ましい人間関係の構築

健康関連指標（Well-being項目含む）

表２　質問紙

n数 割合

性別 男性 6628 68.3

女性 2919 30.1

Unknown 163 1.7

年齢 20代 254 2.9

30代 1813 19.8

40代 2237 24.5

50代 2270 24

60代 3136 20

BMI ＜18 644 6.6

18-25 6835 70.4

＞25 1964 20.2

Unknown 267 2.7

喫煙頻度 全く吸ったことがない 5726 59

5年以上前にやめて今は吸わない 2542 26.2

4年以内にやめて今は吸わない 353 3.6

現在も喫煙している 1089 11.2

世帯人数 １人暮らし 411 4.2

２人 2079 21.4

３人 2524 26

４人 3987 41.1

５人以上 530 5.5

Unknown 179 1.8

年間世帯所得 399万円未満 1156 11.9

400～799万円 2994 30.8

800～999万円 1683 17.3

1,000万円以上 2398 24.7

Unknown 1479 15.2

Wave1,2_n=9710

表３　個人要因と社会要因に関する記述統計

https://opera.cpms.chiba-u.jp/

